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ー 生徒の皆さんへ ー
３学期の始業式は、徳地文化ホールで行ったこともあり（体育館工事

のため）、緊張感もあっていい式になったと思います。いいスタートは切

れたと思いますが、その後の学校生活はどうですか？

もう一度、自分を成長させるところが学校であり、友人との協力による成功体

験を積み重ねることで成長するのであり、知恵を増やし我慢を覚えることが将

来につながることを、よく思い出して欲しいと思います。
他者がいるからこそ伸びるのだから感謝しなければならないのだし、真剣に取り組まな

いと成功はしないのだし、知恵や我慢には努力が必要です。

他者の迷惑を考えない自己中や、嘘やごまかしや、ルール無視や礼儀無視、まして法律

違反はその時だけの刹那的なやり方で、決して君たちのためにはなりません。

３学期は、３学期としての学びもありますが、１・２学期を含めたこの１年間で自

分がどれだけ進歩したかを確認する学期でもあります。特に３年生は、何度も言わ

れたことでしょうが、中学校生活３年間というかけがえのない学びを確認し、そ

こで鍛えた学力や精神力や経験値を駆使して、自分の進路をつかみ取る学期

でもあります。

どうか今年もこの徳地中学校が、君たちを支える学校になりますように。

私のクラス自慢（どうだスゴイだろ～！！）
３回シリーズで、「各クラス自慢」を掲載します。１年間すごすクラスというのは、

やはり思い出多きものだと思います。

３年１組の自慢です。

３年１組の特徴は、仲が良くて元気なことです。みんなの個性が豊かで、とて

も楽しいです。いつもはうるさいですが、課題などのやるべきことは、ちゃんと

やります。卒業まで勉強を頑張りつつ、元気な３年１組で過ごしたいです。

３年２組の自慢です。

３年２組の自慢は、いつも明るいところです。うるさすぎるときもありますが、

毎日楽しいです。でもテストの点は、なかなか上がりません・・・。

◎ 春遠からじ ◎

２月４日は「立春」と言われます。「立春」とは春の初めとい

う意味ですが、冬至と春分の中間に当たり、寒さの頂点となるの

で、この日以降は「残寒」「余寒」となります。立春から春分の

間に、その年初めて吹く南寄りの強い風を「春一番」（昔、キャンディーズの歌でこ

の単語を知りました。古いですか？）と呼びます。

中国では立春の日に「春餅（チュンピン）」を食べる習慣があります。

３年生にとっても、今が厳しい時期です。またインフルエンザも流行しています。

どうか、乗り切ってほしいと願わずにいられません。ただ、春はもうすぐです。

◎ 日本の技術について ◎

新幹線について調べてみました。

三木忠直さんという方を中心に、松平精さん、

河辺一さんといった技術者が、時速２００キロを

超える夢のまた夢のような鉄道に取り組んだので

す。戦後はまだ蒸気機関車が主流であったのです

から。飛行機のような形とかアルミのボディとか

車体の振動を抑えることができる台車とか自動的

（０系新幹線） に列車を停止させる装置とか、８００人の技術者を

動員し、１７３もの解決すべき問題点に挑み、つ

いにＡＴＣ（自動列車制御装置）を実用化したの

です。こうして試験車両を完成させ、当時２５６

キロという世界最速を達成しました。３人の技術

者たちの１９年間におよぶ執念の研究が、１９６

４年１０月１日に夢の超特急「東海道新幹線」を

開業させました。

世界の注目の的となり、ＶＩＰも乗車しにやっ

（Ｎ７００系新幹線） てきました。

私はほんの子どもでしたが、当時ウチの田舎で

は、新幹線に乗った人は、ちょっとした有名人と

なり、ミニ説明会みたいなものが行われるような

状況でした。「トンネルに入るときに、耳の鼓膜が

破れそうになるんよ。」なんて聞いて、何と怖ろし

い乗り物かと驚いたのが、ついこの間のようです。

（それは嘘かも？）

山陽新幹線が開通したときには中学生で、各中

（Ｅ系新幹線） 学校から２名ずつ招待があったように記憶していま

す。ジャンケン勝負に負けて、長嶺くんが乗りに行ったことを悔しいと思った記憶が



あるくらいですから、よほど鮮烈な思いがあったのでしょう。（ちなみに私が初めて

新幹線に乗ったのは、萩高校の修学旅行でした。）

現在は、その最初の新幹線（０系）はすべて終了になりました。７００系が主流で、

時速は３２０キロ（営業速度の最高）で走ります。でも２０２７年にはリニアが開通

し、こちらは５００キロを超えるスピードで走るのですから、もしもまたご招待があ

るなら、今度こそはジャンケンは負けられません。（？）

東海道→山陽→東北→山形秋田→九州→上越ときて、次は北海道と、日本は狭くな

りました。でも、もともとは血のにじむような努力の中から誕生したことを、我々は

けっして忘れてはいけないように思います。それと、日本の技術のすごさを改めて感

じることができました。（まるで昔はやった、プロジェクトＸみたいですね。）

特別編集！！３年生、進路に向けてガンバ！！
先生方に聞きました 「私の受験勉強の思い出」

◇ 受験がせまってくると、焦りや後悔が出てきます。私も残りの日数を考えて

焦ったり、１日の終わりにその日の時間の使い方を振り返って後悔したりしま

した。焦りや後悔は、必要です。しかし、焦りすぎることや後悔しすぎること

は、何の肥やしにもなりません。同じ残り時間でも、「～日しかない」と考える

のと「～日もある」と考えるのとでは、心のあり方が違ってきます。

適度な焦りや適度な後悔で自分を律しながらも、落ち着きをもって最後までみ

なさんらしく走りきって欲しいと思います。落ち込んでいるヒマがあったら、一つ

でも一歩でも先に進む強い心を持ってほしいです。

◇ 結構持ち点数は高く、受験をナメていた。希望校の１本勝負だったが、前日

にカゼをひき、おまけに当日はアガってしまって隣の鉛筆の音だけが聞こえる

状態。集中もできず、気持ちだけがアセって、まったく力が出なかった。幸い

合格はしたが、あれから高校時代は狂いっぱなし（人生も？）。受験をナメては

いかんとつくづく思ったのだった。

◇ 先を見通して、計画的にやったことです。メリットはいくつかありました。

時間的にムダが生まれない、ゴールが見えるので少しは安心できる・・何より

生活にリズムができることです。人生に何日かは、いい意味で緊張感のある日

々を過ごしても良いのでは？

◇ 私が今まで一番勉強したなあと思うのは、ある国家試験に向けての日々です。

とにかく「絶対に合格する」という気持ちで必死に勉強しました。心が折れそ

うなときは、友人と励まし合いながら、また教え合うことで乗り切りました。

受験勉強をして感じたことは、合格がゴールではなく、スタート地点だというこ

と。これから自分が夢や希望をもって充実した生活をしてゆくためにも、今どれだ

け努力するかだと思いました。

そしてその努力は、今後の人生の糧にもなるはずです。自分を信じて一生懸

命取り組んでください。応援しています！

◇ 公立高校入試の昼休みのこと。

当時は昼食後のテストは、理科だった。それで、友達と昼休みに理科の勉強

をした。水溶液のことについて勉強した。

理科のテストが始まり、問題を見ると、な～んと。その昼休

みに友達と解いた問題にそっくりなものが丸一問出たのである。

思わず隣の席にいた友達と、にんまりした。最後の最後まであ

きらめてはいかんことを学んだ。

◎ インフォメーション ◎

① 昨年 12 月の読売新聞山口版に、「徳地中生が模擬投票」という見出しで、２０
日に行った選挙管理委員会による出前授業のことが、記事になっていました。

② １月２１日に山口人権擁護委員協議会から人権作文コンテストに

多数の応募参加をしたということで、「人権作文感謝状」をいた
だきました。

③ １月２０日に周南市キリンビバレッジ体育館で行われた「山口県バレーボール新

人大会」で、本校のバレーボール部が苦しい決勝を戦い抜き、見事に優勝しました。
それによって、来月開催される「中国バレーボール新人大会」に進出します。

④ 徳地の社会福祉協議会から、掲示板を寄贈いただきました。

まだクロスの張り替えなど完成まで少しかかりますが、これを

「徳地中学校ＣＳ掲示板」として、発信の手立てのひとつ
にしていく予定です。

⑤ 玄関ホールを「校内ギャラリー」

として整備中です。どうぞ１度ご見学ください。今後もどんど

ん充実させていく予定です。

⑥ 今回の「漢字検定クラブ（漢検クラブ）試行回（全３

回）」は、生徒４名と保護者１名の参加者で実施しています。今後は年間２回ほど募集
実施していく予定でいます。地域の方も一緒に勉強し、検定にもチャレンジされません

か？来年度中には、「徳地コミュニティ・クラブ」の本格実施を開始したいと現在
整備中であり、今後も特色ある講座をそろえていきたいと考えています。




